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Ⅱ 学習指導案



 

第２学年１組  国 語 科 学 習 指 導 案 

場 所  ２年１組 教室 

指導者  教諭  木村 綾奈 

 

１ 単元名  「あそびのやくそくを話し合おう」 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

    本単元は，小学校学習指導要領国語科第１学年及び第２学年「Ａ 話すこと・聞く

こと」の内容（１）「オ 互いの話を集中して聞き，話題に沿って話し合うこと」を

受けて設定した。 

本単元で取り上げる言語活動は「みんなで仲よく遊べるように，遊びの約束につい

てグループで話し合って考えをまとめること」である。友達との関わりが増え，友達

とのすれ違いやトラブルが多くなるこの時期に，学級全体が「みんなで仲よく」とい

う一つの願いを持って話合い活動を行うことは，児童の共感的な聞き方や受容的な人

間関係を育む上で効果的であると考える。また，自分たちが納得して話し合った結果

が生活に生かされることで，話し合ってよかったという思いを持たせ，話合いの必要

性を感じさせることができる。遊びの約束について話合いの仕方を振り返りながら，

自分たちで問題を解決したり，学級をよりよいものにしようとしたりする意欲や主体

的な態度を向上させることが重要であると考え，この単元を設定した。 

児童はこれまでに，「『すきなものクイズ』をしよう」（１年）において，一対一

で，互いの話をよく聞いて質問したり応答したりすることを学習している。また，「た

からものをしょうかいしよう」（９月）では，「始め」「中」「終わり」の組立てで

伝えたいことを整理して話したり，大事なことを落とさずに話を集中して聞いたりす

ることも学習している。本単元の学習においては，話し手と聞き手が交互に入れ替わ

り，尋ねたり応答したりしながら進めていく。この学習を通して身に付く力が，第３

学年国語科の司会を決め，グループで話し合って考えをまとめる学習，生活科や学級

活動の時間における話合い活動の深まりにつながるものと考える。 

 

     第１学年  

 

 

第２学年  

 

 

 

 

      第３学年 

○「すきなものクイズ」

をしよう 

・よく聞いて話す。 

○あそびのやくそくを話し

合おう 

・グループで話し合って考

えをまとめる。 

○グループで話し合おう 

・司会を決め，グループ

で話し合って考えをま

とめる。 

 

 

 

（２）児童の実態 （男子１３名 女子１４名 計２７名） 

本学級の児童は，明るく活発な児童が多い。休み時間には，普段の出来事や自分

の好きなことなどについて，友達と楽しく話をする姿が見られる。授業においては，

意欲的に学習に取り組むことができる児童が多い。国語科の「話すこと・聞くこと」

領域の学習に関するアンケート（９月実施）では，「国語科の勉強が好きですか」

という問いに対しては，２１名の児童が「当てはまる」「どちらかといえば当ては

まる」と回答している。「国語の力で大切なのはどれですか」（複数回答有り）と

いう問いに対しては，「話す力」と答えた児童が１９名，「聞く力」が１５名であ



 

り，「話すこと・聞くこと」に対する関心の高さがうかがえる。 

「話すこと」に関しては，自分の思いを分かりやすく伝えることが難しい児童や人前

で話すことに抵抗を感じている児童が数名いるものの，全体的に話すことを好む傾向

が見られる。理由までしっかり発言することができ，自分の思いや考えを相手に伝わ

るように工夫して話そうという意識が高まっている。 

「聞くこと」に関しては，相手の目を見て，話の内容を思い浮かべながら聞く共感

的な聞き方を重点的に指導してきた。その結果，友達の話を頷きながら聞いたり，話

を聞き終えてから「なるほど」「いいね」とつぶやいたりするなど，話の内容を理解

しながら集中して話を聞くことができる児童が多くなってきた。しかしながら，話を

最後まで注意深く聞くことが難しい児童が数名いる。相手の話を理解するのが難しい

ことや自分の考えに固執してしまうことが課題として挙げられる。 

このような実態を踏まえ，話し合うことの必要性や有用性を更に感じさせるために，

ペア学習やグループ学習を通して，互いの考えのよさに目を向け，一人一人の思いが

反映される話合いができるよう指導していきたい。 

 

（３）指導に当たって 

以上のことを踏まえ，本単元では研究の視点に沿って次のような手立てを工夫し，

指導に当たりたい。 

【視点１】主体的・対話的に深く学ばせるための授業改善 

   ア 児童が主体的に話合いに参加することができるように，話し合いたくなるよ

うな話題を設定する。 

イ 話題に沿った話合いを展開させるために，「みんなで仲よく」という共通の

願いを持たせ，話合いの目的を全体で確認するとともに，対話的な学びのモデ

ル図の「選択」と「融合」に重点を置き，話合いの方向性を明確にさせる。 

    イ 児童の気付きを促し，対話的な学びが展開されるようにするために，話合いの

手順や児童の考えを可視化し，共通点や相違点を見付けさせる。 

    ウ 観点を示して振り返りを書かせることによって，学びの成果を実感させる。 

 

【視点２】自ら学ぼうとする学習意欲の構築 

ア 丁寧な言葉で話す習慣付けを図り，話したり聞いたりすることの楽しさを味わ

わせるために，朝の会や帰りの会にテーマを設定したスピーチタイムを設ける。 

イ よりよいスピーチをしたいという思いを高めさせるために，朝の会や帰りの会

で行うスピーチの原稿を書く活動を家庭学習として取り入れる。 

 

３ 目標 

（１）単元の目標 

    互いの考えをよく聞いて，話題に沿って話し合い，グループの考えをまとめること

ができる。 

 

（２）観点別目標 

 

 

 

観  点 目    標 

関心・意欲・態度 ・遊びの約束を話し合うことに興味を持ち，進んで話し合おうと

する。 



 

 

 

 

 

話すこと・聞くこと ・話題に沿って自分の考えを理由とともに話したり，友達の考えを

集中して聞いたりして，話し合うことができる。 

・尋ねたり応答したり，似ている考えを一つにしたりするなどして

グループで合意を得ながら考えをまとめることができる。 

伝統的な言語文化と

国語の特質に関する

事項 

・言葉には，事物の内容を表したり伝えたりする働きがあること

に気付くことができる。 

 

４ 指導と評価の計画（７時間扱い 本時６／７時間） 

次 主 な 学 習 活 動 時間 評 価 規 準 家庭学習との関連 

１ 

 

 

 

 

 

習得 

 

 

 

  普段，友達とどんな遊

びをしているかを想起さ

せ，みんなで仲よく遊べ

るように，遊びの約束に

ついてグループで話し合

って決めるという学習課

題をつかむ。 

１ 

 

 

 

 

【関】 

友達と仲よく遊べるよう

うにみんなで約束を決める

ことに関心を持ち，進んで

話し合おうとしている。 

 

 

習得   約束を話し合う遊びを 

考え，議題で取り上げる

遊びを決める。 

「選択」レベル２ 

１ 【話・聞】 

 話合いで約束を考える必

要があるかどうかを考えて，

話し合う遊びを決めている。 

 

習得 話合いの流れをつかみ 

話し合うときの発言の仕

方や聞き方について考え

遊びの約束を話し合う。 

「融合」レベル１ 

２ 【話・聞】 

 話合いの流れをつかみ，話

し合うときの発言の仕方や

話の聞き方について理解し，

話合いに参加している。 

 教科書を音読し

て話合いのイメー

ジを持ってくる。 

２ 

 

 

 

 

 

 

活用 学校生活の課題を出し

合い，学校生活の決まり

について話し合う。 

「選択」レベル２ 

「融合」レベル１ 

１ 

 

 

 

 

【話・聞】 

学校生活の課題を出し合

い，学校生活の決まりにつ

いて話し合う。 

 

話し合いたい学

校生活の課題を考

えてくる。 

 

活用 「あんば祭り」での遊

びの約束について，自分

の考えを持ち，グループ

で話し合って考えをまと

める。 

「融合」レベル２ 

「拡大」レベル１ 

１ 

本時 

【話・聞】 

 「あんば祭り」での遊びの

約束について，自分の考えを

持ち，グループで話し合って

考えをまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用 単元の学習内容を振り

返る。 

１ 【話・聞】 

他の人の考えをよく聞い

て話し合うことができたか

を振り返り，今後の話合い 

で生かそうとしている。 

グループごとに

決めた約束につい

て確認してくる。 



 

５ 本時の指導  

（１）本時の目標          

    「あんば祭り」での遊びの約束について，自分の考えを持ち，グループで話し合って

考えをまとめることができる。               【話す能力・聞く能力】 

 

（２）指導の手立て 

  ① 話合いの目的を共有させるために，共通の願い「みんなで仲よく」を確認し，学習課

題を設定する。                          【視点１－ア】 

  ② 話題に沿った話合いを展開させるために，対話的な学びのモデル図（「融合」レベル

２）に沿って，方向性を明確にして話合いをさせる。話合いの手順や言葉の使い方を模

造紙にまとめて黒板に提示したり，グループごとにカードを配付したりする。    

                                 【視点１－イ】 

    ③ 一人一人の考えを広げさせるために，対話的な学びのモデル図（「拡大」レベル１）

に沿って，互いの考えを理解させ，共通点や相違点に気付かせる。   【視点１－イ】 

④ 児童の気付きや対話的な学びを促すために，話合いで決まった約束を短冊に書かせ，

掲示し比較させる。                        【視点１－イ】 

  ⑤ 学びの成果を実感させるために，観点を与えて振り返りを書かせる。 【視点１－ウ】 

 

（３）準備物 

① 教師  昨年度の「あんば祭り」の写真，模造紙，話合いの手順カード，短冊 

② 児童  教科書，ノート 

  

（４）学習過程（別紙１） 

 

（５）評価 

観  点 おおむね満足できる（B） 

話す能力・聞く能力 

 

・「あんば祭り」を楽しむための約束を，１年生と一緒に活動す

ることを意識して具体的に考えている。 

・話合いの手順に沿って４人の考えを比べながら話し合っている。 

・他のグループから出された約束のよいところに気付き，自分た

ちの考えを改善しようとする。 

 

（６）板書計画（別紙２） 

 

 

 



別紙１（学習過程）  

段  

階  

    主な学習内容  

 

学習  

形態  

  教師の発問（◎），指示（□）  

 予想される児童の活動（○，●）  

 ◇研究の視点に基づく手立て  

   ・教師の働き掛け  

【評価】（方法） 

 ・準備物等  

 

つ

か

む  

・  

見

通

す  

 

 

 

 

５  

分  

 

１  昨年度の「あんば祭り」

の思い出を語り合い，自分

たちが１年生のお世話をす

ることを知る。  

 

 

 

 

 

 

２  本時の学習課題を設定す

る。  

 

  

一斉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今年の「あんば祭り」はみなさん

に１年生のお世話をしてもらいま

す。１年生と一緒にお店を回ると

きに心配なことはありますか。   

○行きたい場所が違うとけんかにな

りそうだな。  

○人がたくさんいるから，グループ

の友達と離れてしまうんじゃない

かな。  

 

 

 

・昨年度の「あんば祭り」の様子

を思い出させ，学習課題につな

げる。  

・考えが出ない場合には，１年生

と一緒に遊んだことや生活科

の学習で学校案内をした経験

等，これまでの活動について想

起させる。  

 

 

◇話合いの目的を共有させるた

めに，共通の願い「みんなで仲

よく」や安全に活動することを

確認し，学習課題を設定する。 

         【手立て①】 

・昨年度の「あ

んば祭り」の

写真  

 

 

 

解

決

す

る  

 

 

 

 

 

35 

分  

 

 

 

３  １年生と一緒に「あんば

祭り」を楽しむための約束

を考える。  

（１）自分で考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えと理由を一緒に書か

せる。早く書き終えた児童に対

しては，複数記入してもよいこ

とを伝える。  

・児童が自分の考えを分かりやす

く話すことができるように，考
えを整理する時間を確保し，  

話型を提示して話させる。  

 私は，～と思います。わけは，

～です。  

・自分の考えを書くことが難しい

児童に対しては，机間指導をし
ながら個別に「あんば祭り」で

心配なことを一つ取り上げ，対

応策を一緒に考える。  

【話・聞】  

「 あ ん ば 祭

り」を楽しむた

めの約束を，１

年生と一緒に活

動することを意
識して具体的に

考えているか。   

（ノート）  

 

 

 

 

 

 

□自分が考えた約束をノートに書き

ましょう。  

○１年生の友達が行きたい店に行く

といいと思います。１年生の友達

に楽しんでもらいたいからです。  

○１年生と手をつないで歩くと，み

んなはぐれないと思います。  

●おばけやしきは混むから最初に行

けばいいと思います。  

 

 

◎１年生と一緒に「あんば祭り」

を楽しむためには，どのような

約束が必要でしょうか。  

 

１年生といっしょに「あんばまつり」を楽しむためのやくそくを，

グループで話し合ってきめよう。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）グループで話し合う。  

 

 

 

  互いの思いを反映させ，

意見や考えを一つあるいは

幾つかにまとめる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）全体で共有する。  

 

 

 

  友達の見方や考え方を見

聞きしてそのよさを指摘す

る。  

 

 

 

 

 

 

班  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□４人１組で話し合います。話合い

をするときに気を付けることを確

認し，話題がそれないように話し

合いましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□決まった約束を短冊に書きましょ

う。  

 

□グループで話し合ったことを発表

しましょう。  

○まわる店を考えてから行くこと。  

○みんなが終わってから次の店に行

くこと。  

○笑顔でいること。  

 

◎約束を比べてみましょう。似てい

る約束はありますか。  

○はぐれないように１年生と２年生

がペアになることと手をつなぐこ

とは似ていると思います。  

○優しくすることと思いやりをもっ

◇話題に沿った話合いを展開さ

せるために，対話的な学びのモ

デル図（「融合」レベル２）に

沿って，方向性を明確にして話

合いをさせる。話合いの手順や

言葉の使い方を模造紙にまと

めて黒板に提示したり，グルー

プごとにカードを配付したり

する。      【手立て②】 

・話合いがスムーズに進むよう，

時間の目安を伝え，時間を区切
りながらグループで話し合わ

せる。  

・時間を気にして，無理に考えを

選択したり一部の考えにかた

よったりしてしまわないよう，

声掛けを行う。  

 

 

 

 

・グループごとに決めた約束を話

型に沿って発表させる。  

 決めた約束は○つあります。一

つ目は～ことです。二つ目は…  

◇一人一人の考えを広げさせる

ために，対話的な学びのモデル

図（「拡大」レベル１）に沿っ

て，互いの考えを理解させ，共

通点や相違点に気付かせる。  

          【手立て③】 

◇児童の気付きや対話的な学び

を促すために，話合いで決まっ

た約束を短冊に書かせ，掲示し

【話・聞】  

話し合いの手

順に沿って４人

の考えを比べな

がら話し合って

いるか。  

（対話の様子）  

 

 

・模造紙  

・話合いの手順
カード  

 

 

 

 

 

・短冊  

 

 

【話・聞】  

 他のグループ

から出された約
束のよいところ

に気付き，自分

たちの考えを改

善しようとして

いるか。  

（対話の様子）  

 

 

 

 

 

「拡大」レベル１  

「融合」レベル２  

①  出し合う…考えと理由を話す。 

 

②  比べる…共通点や相違点を見  

    付け，共感したり質問  

    したりする。  

 

③  まとめる…適切な考えを選ん  

     だり似た考えを一  

     つにしたりする。  

 

④  決めたことを確かめる  

 …決まったことを最後に確か

めて話合いを終える。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）再度グループで話し合

う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班  

 

 

て行動することは似ています。  

 

◎出された約束を見て，いいなと思

うものはありますか。  

○１年生にたくさんのお店を回って

ほしいから急いで移動するのは危

険だと思います。  

○～班の考えがいいと思います。  

 

◎他のグループの考えを聞いて，変

更したいところはありますか。グ
ループで話し合いましょう。  

□決まった約束をグループごとに確

かめましょう。  

比較させる。   【手立て④】 

 

・他のグループの約束のよいとこ

ろを見付けさせることで，更に

共感的な聞き方や受容的な人

間関係が育まれるようにする。  

 

 

 

・互いの考えのよさを認め合った

り，合意を得ながら考えをまと
めたりしたことを称賛する。  

・約束をみんなで守ることが大切

だということを確認し，「あん

ば祭り」への意欲につなげる。  

 

 

 

 

 

確

か

め

る  

 

 

 

 

 

 

 

５

分  

４  本時の振り返りをする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  次時の学習を知る。  

 

 

個  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉  

 

 

◎今日の学習を振り返りましょう。

話し合うときに気を付けたことや

友達のよかったところを書きまし

ょう。  

□書いたことを発表してください。  

 

 

 

 

 

□次回はこれまでの話合いの振り返

りをします。今日決めた約束につ

いては，「あんば祭り」が終わっ

てから振り返りをします。  

◇「１年生と一緒に『あんば祭り』

を楽しむための約束を考える

ことができたか」「グループで

話し合って約束を決めること

ができたか」を３段階評価で振

り返らせる。学習感想として，

話合いで気を付けたことや，友

達のよかったところをノート

に記入させる。  【手立て⑤】 

 

・次時は単元の学習を振り返るこ

とを知らせる。  

・今日決めた約束については「あ

んば祭り」後に振り返りをする

ことを伝える。  

 

 



 

別紙２（板書計画） 
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第４学年１組 国 語 科 学 習 指 導 案

場 所 ４年１組 教室

指導者 教諭 松岡 恵理

１ 単元名 「読書会を開こう『世界一美しいぼくの村』」

２ 単元について

（１）教材について

本単元は，小学校学習指導要領国語科第３学年及び第４学年「Ｃ 読むこと」の内

容（１）「エ 目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文

章などを引用したり要約したりすること」及び「カ 目的に応じて，いろいろな本や

文章を選んで読むこと」を受けて設定した。

本教材は，アフガニスタンに住む少年「ヤモ」の一日を取り上げ，その日々の生活

が戦争により破壊される悲惨さを感じさせる物語である。最後の一文で物語が大きく

展開し，読み手に強い印象を残す。感想を交流することに適した教材である。また，

付録の「世界一美しい村へ帰る」を読むことで，同じシリーズの物語を併せて読むこ

との読書の面白さを感じ取ることができる。

児童はこれまでに，大事な言葉に着目して読んだり，物語のあらすじをまとめて友

達に紹介したりすることを学習してきた。「はりねずみと金貨」（３年）では，いろ

いろな国や地域の物語を読み，読んだ本のあらすじをまとめて紹介する活動を行った。

「走れ」（６月），「ごんぎつね」（１０月）では，中心となる人物やほかの人物の

気持ちを想像し，感想を伝え合う活動を行った。その際，物語の内容を一文で表す学

習活動に４月から継続して取り組ませ，中心人物の様子や心情がクライマックス場面

においてどのように変化したのかに着目して読み取りをさせるようにしてきた。また，

気仙沼図書館と連携し，並行読書に取り組ませ，自分たちのお気に入りの本を一文に

まとめた「紹介カード」を夏休みに館内に掲示していただいた。図書館の方から「掲

示した紹介カードを見て貸し出しが増えた」との感想をいただき，自分たちの学びの

広がりを実感することができた。

ここでの学習は，第５学年の伝記を読んで人物の生き方について考え，読書感想文

に書く「手塚治虫」の学習へとつながっていく。本単元では，同じシリーズの物語を

読み，読んだ本を紹介する読書会を行う。中心となる事柄や，表現の細かい点に着目

して物語のつながりを考えたり，心に残った言葉を引用して感想を伝えたりする力の

育成を目指している。この学習を通し，登場人物の心情に着目し，場面の移り変わり

を捉えながら読む能力を身に付けさせることで，第５学年で学習する登場人物の相互

関係や心情，場面についての描写を捉え，優れた叙述について自分の考えをまとめる

活動につなげたい。

第３学年 第４学年 第５学年

○はりねずみと金貨 ○世界一美しいぼくの村 ○手塚治虫

・いろいろな国や地域の ・つながりのある物語を読 ・伝記を読んで人物の生

物語を読み，読んだ本 み，読んだ本を紹介し合 き方について考え，読

のあらすじをまとめて う読書会を行う。 書感想文に書く。

紹介する。
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（２）児童の実態（男子１７名 女子１２名 計２９名）

本学級の児童は文学的な作品を読む学習を好んでおり，初発の感想を書いたり，自

分の考えを友達に伝たりすることに意欲的に取り組んでいる。また，読書が好きで，

学級文庫や図書室を進んで利用する児童や，業前の読書タイムを楽しみにしている児

童が多い。物語文の家庭学習の際は，「次の時間にみんなで考えてみたいこと」を自

主学習ノートに書いたり，登場人物の気持ちが分かるところにサイドラインを引いた

りする活動に意欲的に取り組んでいた。

しかし，叙述を基に読もうとする意識は高まってきているものの，本文を正しく読

み取ったり，叙述に即した考えを書いたりすることはできない。国語科の学習に関す

る意識調査（９月実施）では，「授業の内容がよく分かる」という質問に２６名の児

童が「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」と回答していた。「目当てや目

的が分かって取り組んでいる」という質問にも２３名の児童が「当てはまる」「どち

らかといえば，当てはまる」と回答しており，児童が単元全体の学習の見通しを持っ

て学びに取り組もうとしていることが分かった。しかし，「国語の勉強が好き」とい

う質問に対し，「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」と答えた児童は１８

名にとどまり，苦手意識を持っていることがうかがえる。今後は個の学びが全体の学

びの中で生かされる経験や，対話的な学びを通して自分の考えが深まる経験を積ませ，

国語科の学習に対する意欲を高めることも重視していく必要がある。

本学級には，震災に関して精神的影響がある児童が数名おり，防災学習等では配慮

して取り組ませている。今回扱う「世界一美しいぼくの村」は戦争でふるさとが破壊

された話であることから，戦争で村は破壊されたが，中心人物が希望を持っているこ

とを想像させていきたい。

（３）指導に当たって

以上のことを踏まえ，本単元では研究の視点に沿って次のような手立てを工夫し，

指導に当たりたい。

【視点１】主体的・対話的に深く学ばせるための授業改善

ア 自分の考えを持ち主体的に学習に取り組ませるために，家庭学習で取り組んだ

「みんなで考えたいこと」や「本時の授業の感想」等を課題設定の場面で生かし，

児童とともに目当てを立てる。

イ 一人一人の感じ方の違いに着目して物語を味わわせるために，対話的な学びの

モデル図の「比較」と「拡大」に重点を置き，読み取ったことや感じ取ったこと

を伝え合わせる場面を確保する。

イ 話合いの場面で，ペアやグループに「全文シート」を配付し，どの表現に着目

して考えたのかを書き込ませることによって互いに説明しながら対話をさせる。

ウ 学びの成果を蓄積させるために，振り返りは「何を学んだか」「自分の考えが

どう変わったか」など，視点を与えてから書かせる。

【視点２】自ら学ぼうとする学習意欲の構築

ア 並行読書では中心人物の心情の移り変わりに着目させるために，読書カードを

作成して活用させる。

イ 物語の大体を捉えながら読む習慣を身に付けさせるために，自分が読んだ作品

も一文で紹介する活動を継続して行う。また，学習の成果として気仙沼図書館と

連携して読書会を行う。
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３ 目標

（１）単元の目標

つながりのある物語を読み，中心となる事柄や，表現の細かい点に着目して物語の

つながりを考えたり，一人一人の感じ方などの違いがあることに気付いたりすること

ができる。

（２）観点別目標

観 点 目 標

関心・意欲・態度 ・つながりのある物語を読み，読んだ本の面白さを読書会で伝

えようとする。

話すこと・聞くこと ・理由や事例を挙げながら，読んだ本の面白さを筋道立てて話

すことができる。

・友達の紹介を聞き，質問したり感想を述べたりすることがで

きる。

書くこと ・書いた文章を推敲し，よりよい表現に書き直すことができる。

読むこと ・中心となる人物の気持ちや，その後の展開とその理由を叙述

を基に想像しながら読むことができる。

・友達との対話的な学びを通して，物語文を更に深く読み取る

ことができる。

・物語の世界をより深く味わうために，つながりのある物語を

読むことができる。

伝統的な言語文化と ・友達の感想を理解したり，自分の感想を表現したりするため

国語の特質に関する に，必要な語彙を増やすことができる。

事項

４ 指導と評価の計画（１３時間扱い 本時 ９／１３）

次 主 な 学 習 活 動 時間 評 価 規 準 家庭学習との関連

１ 習得 学習課題を確かめ，これ １ 【関】 意味調べを行

からの学習の見通しをも つながりのある物語 う。

つ。 を読み，読んだ本の面

白さを読書会で伝え合

おうとしている。

２ 習得 登場人物の様子が分かる ２ 【関】 意味調べを行

言葉に注意しながら，初発 登場人物の様子に着 う。

の感想をまとめ，交流する。 目しながら，感想をま

とめることができる。

習得 家族を思う「ヤモ」の気 １ 【読】 自学ノートに

持ちを読み取る。 家族を思う「ヤモ」 「みんなで考え

の気持ちを読み取って たいと思ったこ

「拡大」レベル２ いる。 と」を書いてく

習得 ふるさとを思う「ヤモ」 １ 【読】 る。

の気持ちを読み取る。 ふるさとを思う「ヤ

モ」の気持ちを読み取

「拡大」レベル２ っている。
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活用 「世界一美しいぼくの村」 １ 【読】 「世界一美し

（第５場面まで）の一文（Ａ 友達との対話的な学 い村へ帰る」を

がＢによってＣになった びを通して，中心人物 読んでくる。

話）を作り，第５場面まで の気持ちの変化を読み 自学ノートに

の要旨を捉える。 取ることができる。 「みんなで考え

『小さな男の子「ヤモ」 【書】 たいと思ったこ

が，町へ行きサクランボを 読み取ってきたこと と」を書いてく

売ることによって，パグマ を生かして第５場面ま る。

ンが世界一美しい村と感じ での文を完成させるこ

る話』 とができる。

「拡大」レベル

２

「比較」レベル

２

３ 習得 「世界一美しい村へ帰る」 ２ 【読】 「世界一美し

を読んで，詳しく分かった 物語の中心となる事 い村へ帰る」を

ことや，感想が変化したと 柄や，表現の細かい点 読んでくる。

ころを話し合う。 に着目して読み，二つ 自学ノートに

の物語の関連を読み取 「みんなで考え

ることができる。 たいと思ったこ

と」を書いてく

「拡大」レベル２ る。

４ 活用 登場人物のその後を想像 １ 【読】 「世界一美し

し，最後の２行の効果につ 本 物語の最後の２行に い村へ帰る」を

いて話し合う。 時 着目し，その効果につ 読んでくる。

いて考えることができ 自学ノートに

る。 「みんなで考え

【書】 たいと思ったこ

友達との対話的な学 と」を書いてく

びを通して，中心人物 る。

の気持ちについて想像

したことを書くことが

「比較」レベル３ できる。

５ 習得 つながりのある物語を読 ２ 【読】 感想をまとめ

み，感想をまとめよう。 中心となる事柄や， たノートを読む

表現の細かい点に着目 練習をしてくる。

して読み，物語のつな

がりについて考えてい

る。

【言】

友達の感想を理解し

たり自分の感想を表現

したりするために必要

な語彙を増やし，物語
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文を読んだ感想をまと

「拡大」レベル２ めている。

活用 つながりのある本を紹介 ２ 【読】

する読書会を開く。 物語のつながりや印

象に残った言葉などを

伝え合い，それぞれの

感じ方の違いについて

気付いている。

【話・聞】

理由や事例を挙げな

がら，読んだ本の面白

さを筋道立てて話して

いる。

【話・聞】

友達の紹介を聞き，

質問をしたり感想を述

「比較」レベル３ べたりしている。

５ 本時の指導

（１）本時の目標

① 物語の最後の２行に着目し，友達との対話を通してその効果について考えることが

できる。 【読む能力】

② 読み取ってきたことを生かして，中心人物の気持ちを想像したことを書くことがで

きる。 【書く能力】

（２）指導の手立て

① 主体的に課題解決に向かわせるために，前時の振り返りや家庭学習で取り組んだ内

容を活用し，本時の目当てを立てる。 【視点１－ア】

② 最後のページの効果を味わわせるために，互いに読み取ったことや感じたことを伝

え合う場面を確保し，対話的な学びのモデル図（「比較」レベル３）に沿って，友達

の意見や考えで同じところやよいところについて話し合わせる。 【視点１－イ】

③ 学習感想を書く際の語彙を増やすために，「言葉の宝箱」（様子や行動，気持ちや

性格を表す言葉を集めたワークシート）に身に付けさせたい言葉を蓄積させておく。

【視点１－ウ】

（３）準備物

① 教師 教科書の全文掲示，学習計画表，座席表

② 児童 教科書，学習ノート，全文シート，「言葉の宝箱」

（４）学習過程（別紙１）
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（５）評価

観 点 おおむね満足できる（Ｂ）

書く能力 ・読み取ってきたことを生かして，自分が想像したヤモの気

持ちを書いている。

・対話を通して新たに気付いたり深まったりしたことを生か

して自己の記述内容を見直し，改善しようとしているか。

読む能力 ・物語の最後の２行に着目し，友達との対話を通し，その２

行があるとないのではどのように違うかについて考えてい

る。

（６）板書計画（別紙２）
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別紙１（学習過程）

段 主な学習内容 学習 教師の発問（◎），指示（□） ◇研究の視点に基づく手立て 【評価】（方法）

階 形態 予想される児童の活動（○，●） ・教師の働き掛け ・準備物等

つ １ 前時の学習内容を振り返 一斉 □前回は「世界一美しい村へ帰る」 ◇主体的に課題解決に向かわせる ・全文掲示

か る。 を読んだ感想を話し合いました。 ために，課題設定の場面では， ・学習計画表

む ○○さん，振り返りを読んでくだ 前時の振り返りや家庭学習で取 ・家庭学習で取

・ さい。 り組んだ内容を活用する。 り組んだノー

見 ２ 本時の学習課題を設定す 一斉 【手立て①】 ト

通 る。

す 最後の２行には，どんなこう果があるか考えよう。

□目当てをノートに書きましょう。 ・第５場面までで，「ヤモ」が「パ

５ ○今日は最後のページについて考え グマン」への思いを高めていた

分 るんだね。 ことを全体で押さえる。

２ 教材文を音読する。 一斉 □ヤモの家族やふるさとを思う気持 ・第６場面を読む前に，一度切っ

解 【 p.81,l.4~p.82,l.2】 ちを想像しながら読みましょう。 て読むことで，最後の２行の効

決 果を感じ取らせる。

す

る ３ 第６場面のヤモの気持ち 一斉 ◎第６場面のヤモの気持ちを想像し ・課題解決までの見通しを持たせ 【書】

を考える。 ましょう。 るために，目当てを示した後で 読み取ってき

□想像したことをノートに書きまし 掲示物を活用して以前見付けた たことを生かし

ょう。 「ヤモ」の気持ちを確認する。 て，自分が想像

○悔しい気持ち。 ・児童の発言を受け，キーワード したヤモの気持

○悲しい気持ち。 で板書していく。 ちを書いている

○戦争を許せない気持ち。 ・前時で続編を読んでいるため， か。 （ノート）

○ふるさとへのもっと高まった気持 「ヤモ」は生き残っていること

ち。 を前提とした考えも認め，つな

○家族をもっと大切にしたい気持 がりのある物語を読むことの効

ち。 果を押さえる。

４ 最後のページの効果につ 個 ◎なぜ最後の場面をこの２行で ・本当であれば，長いお話は続か 【読】

いて話し合う。 表したのでしょう。 なければいけなかったのに，あ 物語の最後の

32 （１）一人で考える。 □ノートに書きましょう。 えて２行で物語を終わらせてい ２行に着目し，

分 ○悲惨さを伝えたいから。 ることを確認した上でその効果 友達との対話を

○続きが気になるから。 を考えさせる。 通し，その２行
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○読んでいる人をびっくりさせたい があるとないの

から。 ではどのように

●戦争が悲惨で書きたくなかった。 違うかについて

考えているか。

（観察・発表）

（２）グループで考えを交流 班 □読み取ったことや感じたことを互 ◇最後のページの効果を味わわせ

する。 いに伝え合い，最後のページの効 るために，互いに読み取ったこ

「比較」レベル３ 果についてグループで話し合いま とや感じたことを伝え合う場面

友達の意見や考えの共通 しょう。 を確保し，友達の意見や考えで

点についてよいところなど ○前のページを見てみよう。 同じところやよいところについ

を指摘する。 ○戦争の悲惨さを伝えたいという考 て話し合わせる。

えは私と似ているよ。 【手立て②】

○△△さんが言っていた話の続きが ・グループにした際に，書くこと

気になるという意見はいいね。 ができない児童には，友達の考

○□□さんの考えは村への気持ちが えを参考にさせる。

高まっていることが伝わってきて ・友達との対話的な学びを通して

いいね。 読みが広がったことを認め，称

○戦争で破壊される前は美しい村だ 賛する。

ったんだよね。

【書】

（３）再度一人で書く。 個 □友達の考えを聞いたことを基にし ・対話を通して考えが変わった児 対話を通して

て，もう一度自分で書きましょう。 童を意図的に指名し，その理由 新たに気付いた

○戦争の悲惨さを伝えたいから。 を話させ，学びが深まったこと り深まったりし

○話の続きを読んでいる人に想像さ を全体で共有する。 たことを生かし

せたいから。 て自己の記述内

○ヤモの家族や村への気持ちを想像 ・いろいろな感じ方が出たことを 容を見直し，改

させたいから。 認め，その違いに気付くことが 善しようとして

○この２行があると前の場面が，も できたことを称賛する。 いるか。

っと美しく見えるから。 （ノート）

（４）全体で考えを共有する。 一斉 □友達の考えを聞いて変わったとこ

ろや気付いたことを発表してくだ
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さい。

○最初は戦争の悲惨さしか思い付か

なかったけど，○○さんの考えを

聞いて，ヤモの気持ちを想像して

ほしいと付け足しました。

○グループで話をして，破壊される

前の村の様子を思い出させるため

の効果があるとことに気付きまし

た。

５ 音読をする。 一斉 □みんなで考えたことを胸に刻み， ・会話文を教師，地の文を児童が

【 p.81,l.4~p.82,l.2】 音読をしましょう。 読むことで，余韻が残るように

する。

確 ６ 本時の振り返りをする。 個 □今日の学習を振り返り，感想を書 ◇学習感想を書く際の語彙を増や ・言葉の宝箱

か きましょう。 すために，ワークシート「言葉

め の宝箱」を活用する。

る 【手立て③】

７ 次時の学習を知る。 一斉

８ □次回の学習からは，つながりのあ

分 る物語を読み，感想をまとめてい

きます。



 

別紙２（板書計画） 

 

 



 

 

第３学年２組 総合的な学習の時間（海洋教育）学習指導案 
場 所  西校舎２階自学室 

指導者  講師  米倉 佑喜 

 

１ 単元名  「海を生かした地域の産業～シャークナゲットを追って」 

 

２ 単元について 

（１）探究課題について 

    本単元は，新学習指導要領の趣旨を受けて，新たに定めた本校の総合的な学習の時間

の目標「探究的な見方・考え方を働かせ，産業，防災，福祉など地域の特徴やよさ，課

題に関する横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の

生き方を考えることができるようにするために以下の資質能力を育成する。（以下省

略）」を受けて設定した。また本単元は，本校の海洋教育の全体目標「海の環境や資源，

海を取り巻く人や社会とのつながりについて関心を高め，海と共生しようとする考え方

と行動力を身に付けた児童を育成する」ための３学年の柱となる単元でもある。 

気仙沼市は「サメのまち」とも言われ，古くからフカヒレやサメ肉を利用した練り物

製品の製造などサメの加工が盛んであった。これは，気仙沼市で近海マグロやメカジキ

の延縄漁が盛んであり，それらとともにサメも多く漁獲されたことによると言われてい

る。「水魚」とも言われ水分の多いサメ肉の脱水技術の特許技術も気仙沼の会社が持っ

ており，漁獲したサメの積極的な受け皿港として発展してきた経緯がある。近年も中骨

からのコラーゲンやコンドロイチンの抽出，シャークナゲットやフカかつ等のサメ肉の

加工品，サメ皮の加工品など新しい商品開発が行われている。その根底にあるのが水産

資源を有効に活用しようという生産者の思いである。それらのサメ加工品について課題

意識を持って調べたり，生産者の思いに触れたりしながら発信していく活動ができる水

産資源のサメは，持続可能な水産業という今日的な課題を考えさせる上でも適切な教材

であると考える。 

第３学年  

総合的な学習の時間 

 第４学年  

総合的な学習の時間 

 第５学年  

総合的な学習の時間 

 第６学年  

総合的な学習の時間 

〇海を生かした地域

の産業～シャーク

ナゲットを追って 

 〇防災マップを作ろ 

 う～防災・減災の 

 ためにできること 

 〇海と人の共生につ

いて考えよう 

 

 〇私たちのまち未来

の気仙沼 
   

  第４学年 

社会科 

    

 ○私たちの県 

・県の広がり 

・特色のある地域 

  

 

（２）児童の実態 （男子１０名 女子６名 計１６名） 

    本学級の児童は，積極的に発表をしたり，グループ学習の際に意見を出し合った

りと学習に主体的に取り組むことができる児童と，集中はしているが積極的に意見

を言うことができなかったり，発表したりすることを苦手としている児童に分かれ

る。また，話をよく聞いて，新しい知識を身に付けようとする児童が大変多いが，

グループの中で話し合うことを苦手としている児童も少なくない。更に習得した知



 

 

識や資料収集・分析の技能を目的に応じて活用していくことに課題がある。本単元

の教材の「サメ」については，水産業が盛んなことやサメの水揚げが盛んでフカヒ

レなどが有名であることを知っている児童は８２％と多いが，サメのその他の加工

品についてはほとんど知識がない。 

    本学級では海洋教育に関する意識調査（９月実施）やレディネスを受け，話合い

活動を他教科でも多く取り入れ，話合いの流れやまとめ方についての資料を掲示す

ることを継続してきた。このことを通して自分の意見を発言したり，友達の考えを

参考にしたりして考えを深める児童が増えてきている。また，資料から必要な情報

を読み取り，関連させる場を多く設定してきたことで，目的に合った情報を収集し

て活用できるようになってきている。 

 

（３）指導に当たって 

以上のことを踏まえ，本単元では研究の視点に沿って次のような手立てを工夫し，

指導に当たりたい。 

【視点１】主体的・対話的に深く学ばせるための授業改善 

    ア 持続的な資源の活用について児童が考えを持てるように，サメの加工品開発に

携わる人の思いを聞いて考えを深めさせる。 

ア 児童が課題意識を持って学習に取り組めるように，地域発展のために調べた内

容を発信していく活動を設定し，発信内容について対話を通じて考えさせる。 

イ 探究のまとめを効果的に行うために，学習シートを活用して情報の累積をし，

それを基に児童の気付きや思い，考えを伝え合わせる。 

イ 課題解決に向けた見通しを持たせるために，必要な資料を提示したり，調べる

手順や方法を教師とともに構想したりさせる。 

イ 児童の思いや考えを引き出すために，ＩＣＴを活用したり，実物を示したりし

て地域産業や地域の人々の取組をできるだけ可視化して提示する。 

ウ 学びの深まりや考えの変容を実感させるために，ワークシートに学習感想を記

述させる。 

ウ 学びの成果を実感させるために，累積した学習シートを基に地域の魅力を伝え

るポスターを作成して発表を行ったり，観光施設に掲示したりさせる。 

 

【視点２】自ら学ぼうとする学習意欲の構築 

ア 地域産業に興味・関心を持たせるために関連資料や教具を有効に活用したり，

他地域の資料を用いたりして比較できるようにする。 

ア 持続可能な海の利用のよさに気付かせるために，体験活動を位置付けたり，地

域人材を活用したりすることで海についての関心を高めさせ，サメ加工品につい

ての知識の習得と意欲的な探究活動ができるようにする。 

イ 児童の実体験や既習事項を基に考えを深められるよう，加工食品について考え

たり，調べたりする活動を家庭学習等でも取り組ませる。 

 

３ 目標 

 

 

 

観  点 目    標 

知識及び技能 ・海やその資源を活かしたサメの加工品について知り，ポスターで

その特徴やよさを発信できる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・ 

表現力等 

・フカヒレ以外の肉・皮・歯を使った商品開発がなぜ始まったのか

を知ることで，持続可能な海の利用について自分なりに考えるこ

とができる。 

・目的や意図に応じて情報を取捨選択し，自分たちの考えを他者に

伝えるため活用することができる。 

学びに向かう力・ 

人間性等 

・シャークナゲットをはじめとするサメの加工品を通して，気仙沼

市の海や水産業に興味を持ち，意欲的に調べようとする。 

 

４ 指導と評価の計画（３４時間扱い 本時 ２４／３４ 時間） 

次 主 な 学 習 活 動 時間 評 価 規 準 家庭学習との関連 

１ 

 

 

 

習得 

 

 

 

 サメ以外の加工品に

ついて知り，「加工品

の視点から，魅力を伝

えていこう」という探

究課題を設定する。 

１ 

 

 

 

 

【学】 

 サメ以外の加工品を知り，課

題意識を持って学習に取り組

もうとする。 

 

 サメ以外の身近

な加工品について

調べてくる。 

習得 サメ以外の気仙沼港

に水揚げされる魚の種

類を知る。 

１ 【思】 

 サメ以外の食品のよさを知

り，魅力を伝えていくうえでど

れを題材にしていくか考える

ことができる。 

 サメについての

加工品で知ってい

ることを家庭で聞

いてくる。 

習得  自己の探究課題を立

て，サメについて調べ

ることを考える。 

・シャークナゲットの

試食 

・サメ水揚げ日本一 

・フカヒレ生産日本一 

「選択」レベル１ 

１ 【思】 

 多くの探究課題の中から理

由を明確にして自己の探究課

題を選ぶことができる。 

【学】 

 サメについて調べることを

挙げていく中で，調べ学習に意

欲的に取り組もうとする。 

サメの加工品に

ついて，どの部位が

使われているのか

などの予想を立て

てくる。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習得 学習計画を立てる。 

・撮ってくる写真 

・調べる内容 

・質問事項 

「選択」レベル１ 

１ 【思】 

調べる方法や，必要な情報を

集めるための計画を立てるこ

とができる。 

 

習得 サメについての調べ 

学習①「魚市場」見学

とまとめをする。 

 

 

 

 

「融合」レベル１ 

２ 【学】 

 サメの生態や輸送等に関心

を持ち意欲的に調べようとす

る。 

【思】 

 見学の中から，単元の目標に

あった課題の設定をすること

ができる。 

 学習シートにま

とめたことについ

て感想を書いてく

る。 

習得 サメについての調べ 

学習②「足利本店」見

３ 【知】 

サメの生態についての情報

学習シートにま

とめたことについ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学の計画・見学・まと

めをする。 

 

「比較」レベル１ 

を集めることができる。 

【思】 

 見学の気付きを比較，分類す

ることができる。 

て感想を書いてく

る。 

習得 サメについての調べ 

学習③「中華高橋」見

学の計画・見学・まと

めをする。 

・フカヒレ，シャーク

ナゲットの作り方 

・商品開発に込められ

た願い 

「比較」レベル１ 

３ 【知】 

サメの加工品についての情

報を集めることができる。 

【思】 

 見学の気付きを比較，分類す

ることができる。 

 

 

学習シートにま

とめたことについ

て感想を書いてく

る。 

習得 サメについての調べ 

学習④「ムラタ」見学

の計画・見学・まとめ

をする。 

・革細工 

・商品開発に込められ

た願い 

「比較」レベル１ 

３ 【知】 

サメの加工品についての情

報を集めることができる。 

【思】 

 見学の気付きを比較，分類す

ることができる。 

 

学習シートにま

とめたことについ

て感想を書いてく

る。 

習得 サメについての調べ 

学習⑤「シャークミュ 

ージアム」見学の計画 

と見学・まとめをする。 

・サメの生態 

・サメについて伝える

方法 

「比較」レベル１ 

３ 【知】 

 サメの生態についての情報

を集めることができる。 

【思】 

 見学の気付きを共有するこ

とができる。 

学習シートにま

とめたことについ

て感想を書いてく

る。 

習得 

 

 

 

サメについての調べ

学習⑥ゲストティーチ

ャーを招き，その他の

商品開発について調べ

る。 

・化粧品，石鹸 

・健康食品 

・商品開発に込められ

た願い 

「比較」レベル１ 

２ 【知】 

サメの加工品についての情

報を集めることができる。 

【思】 

 気付きを比較，分類すること

ができる。 

 

 

学習シートにま

とめたことについ

て感想を書いてく

る。 

習得 

 

 

 

調べ学習のまとめを 

する。 

・シャークナゲットの

紹介 

３ 【知】 

 調べて分かったことをまと

めることができる。 

 

ポスターに取り

上げたい加工品を

選び，その理由を

書いてくる。 



 

 

 ・サメの魅力 

・フカヒレの流通 

・気仙沼の海のよさ 

・携わっている人々の

願い 

「拡大」レベル２ 

【思】 

調べたことを共有し， 

適切に表現することができる。 

 

 

 

３ 活用 

 

 

 

 

学習を基に，ポスタ 

ーの内容を考える。 

・発信方法 

・発信相手 

・発信内容 

「選択」レベル２ 

１ 

本時 

【思】 

 加工品についての累積した

資料（学習シート）から発信す

る内容を話し合い，決定するこ

とができる。 

選んだ加工品の

よさについて，ど

う 書 く か を考 え

る。 

活用 学習を基に，観光客 

向けのポスターを作成

する。 

・ポスターの構成 

・掲示方法 

・ポスターセッション 

９ 【知】 

 調べたことや考えを共有し，

発信していこうとすることが

できる。 

【思】 

 発信の目的を明確にして，発

信内容やポスターの構成をグ

ループで考えることができる。 

書籍や既存のポ

スター，広告から

ポスター作りのア

イディアを探す。 

 

習得 気仙沼の海について 

の考えをまとめる。 

・学習の振り返り 

 

 

 

 

「拡大」レベル２ 

１ 【知】 

 持続可能な気仙沼市の海の

利用を理解することができる。 

【思】 

気仙沼市の地域の産業につ

いて関心を持ち，持続的な資源

の活用への考えを持つことが

できる。 

 

 

５ 本時の指導                                                           

（１）本時の目標          

    加工品についての累積した資料（学習シート）から発信する内容を話し合い決定す

ることができる。                 【思考力・判断力・表現力等】 

 

（２）指導の手立て                   

① 気仙沼市の魅力を発信するために，対話的な学びのモデル図（「選択」レベル２）

に沿って，調べてきたことを共有させ，商品開発において共通していることや気付い

たことを伝え合ったり，発信内容を話し合ったりさせる。      【視点１－ア】 

② 発信する内容を決めるために，累積したワークシートを効果的に活用し話合いを行

わせる。                            【視点１－イ】 

 

 

 



 

 

（３）準備物 

① 教師  校外学習の様子（水産加工工場，魚市場，シャークミュージアム等）の写

真，サメの加工品，その他の関連資料 

② 児童  学習ファイル，学習シート 

 

（４）学習過程（別紙１） 

 

（５）評価 

観  点 おおむね満足できる（B） 

思考力・判断力・ 

表現力等 

・調べてきたことを基に，サメが気仙沼にとってゆかりのある魚で

ある理由を発言している。 

・サメの魅力を誰に伝えたいのかを，理由を挙げながら述べている。 

・累積してきた学習シートを活用して，調べてきたことの中からポ

スターに掲載したいサメの魅力を選び，グループで話し合ってい

る。 

 

（６）板書計画（別紙２） 



 

別紙１（学習過程）  

段  

階  

    主な学習内容  

 

学習  

形態  

  教師の発問（◎），指示（□）  

 予想される児童の活動（○，●）  

 ◇研究の視点に基づく手立て  

   ・教師の働き掛け  

【評価】（方法） 

 ・準備物等  

 

つ

か

む  

・  

見

通

す  

 

 

 

 
 

 
 

５  
分  

１  前時までの学習の振り返

りをする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  本時の学習課題を設定す

る。  

一 斉  □ 前 時 ま で の 学 習 の 振 り 返 り を

し ま す 。  

◎ ど ん な 方 法 で 情 報 を 集 め て き

ま し た か 。  

○ 魚 市 場 を 見 学 し て 水 揚 げ さ れ

た 魚 が ど こ に 運 ば れ る か を 調

べ ま し た 。  

○ 足 利 本 店 で 魚 の 下 処 理 加 工 に

つ い て 話 を 聞 き ま し た 。  

○ 皮 製 品 や 化 粧 品 ， 健 康 食 品 に

つ い て 話 を 聞 き ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

・ 教 室 に こ れ ま で の 学 習 成

果 物 や 見 学 し た と き の 写

真 等 を 提 示 し ， 学 ん で き

た こ と を 想 起 さ せ る 際 に

活 用 す る 。  

 

・ 工 場 見 学 や 話 を 聞 い て 調

べ た こ と を 発 信 し て い く

流 れ の 確 認 を す る 。  

・ 学 習 シ ー ト  

・ 校 外 学 習 の

様 子 の 写 真  

 

解

決

す

る  

 

 

3 5  

分  

 

 
 

 

３  サメの使われ方を確認す

る。  

 

 

 

４  サメの新商品開発の意図  

を考える。  

 

 

 

 

 

 

一 斉  

 

 

 

 

一 斉  

 

 

 

 

 
 

 

◎ サ メ の ど の 部 位 が 加 工 さ れ て

い ま し た か 。  

○ フ カ ヒ レ ， 皮 ， サ メ 肉 ， 骨 。  

○ 捨 て る と こ ろ が な か っ た 。  

 

◎ な ぜ ， 全 て の 部 分 を 使 っ て こ

ん な に た く さ ん 商 品 を 考 え て

い る の だ ろ う 。 高 級 食 材 フ カ

ヒ レ が あ れ ば 十 分 じ ゃ な い か

な 。  

○ 捨 て た ら も っ た い な い か ら 。  
○ 全 部 使 え る か ら 使 い た い 。  

○ サ メ を ア ピ ー ル す る た め 。  

 

 

 

 

 

・ フ カ ヒ レ だ け で な く 新 し

い 商 品 を 開 発 し て 有 効 に

活 用 す る こ と は ， 今 後 も

地 域 の 水 産 資 源 サ メ を 大

事 に し て ， 地 域 を 発 展 さ

せ て い こ う と い う 思 い で  
あ る こ と の 確 認 を す る 。  

（ 持 続 可 能 な 水 産 資 源 の

・ 教 室 掲 示 物  

・ 校 外 学 習 の

様 子 の 写 真  

 

【 思 】  

 調 べ て き た  

こ と を 基 に ，  

サ メ が 気 仙 沼  

市 に と っ て ゆ  

か り の あ る 魚  

で あ る 理 由 を  
発 言 し て い る  

か 。 （ 発 言 ）  

気仙沼市のサメのよさを伝えるための内容を考えよう。  



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  発信の仕方を考える。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  ポスターの内容，構成を

考える。  

 

 

 

  観点に沿って適切な意見

や考えを選び，選んだ根拠

を述べる。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

一 斉  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 地 域 を 盛 り 上 げ た い 。  

 

 
 

 

 

 

 

□ 発 信 に つ い て 考 え ま し ょ う 。  

◎ 誰 に 向 け て 発 信 す れ ば よ い だ

ろ う か 。  

○ 観 光 客 に 向 け て 発 信 す る 。  

○ 外 国 の 人 に 向 け て 発 信 す る 。  

○ 地 域 の 人 に 向 け て 発 信 す る 。  

◎ ど の よ う な 方 法 で 発 信 す れ ば

よ い だ ろ う か 。  

○ ポ ス タ ー で 発 表 し た い 。  

○ イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 い た い 。  

○ お 手 紙 を 書 き た い 。  

 

 

□ 内 容 に つ い て 対 話 を 通 し て 考

え ま し ょ う 。  

 

◎ ポ ス タ ー で 発 信 し た い サ メ

の よ さ は ど ん な も の が あ る

か 考 え ま し ょ う 。  

 

○ 加 工 品 の よ い 点 。  

○ 捨 て る と こ ろ が な い こ と 。  

○ 商 品 を 開 発 し た 人 の 願 い 。  

○ 加 工 品 の 魅 力 ・ 作 り 方 。  

○ 安 全 性 に つ い て 。  
 

活 用 ）  

・ サ メ の 加 工 や ， 販 売 に 携

わ っ て い る 人 の 考 え を 振
り 返 ら れ る よ う 掲 示 物 の

工 夫 を す る 。  

・ 見 学 時 の 様 子 等 を 掲 示 し

振 り 返 ら せ る 。  

 

・ な ぜ そ の 人 に 伝 え る と よ

い の か 理 由 を 明 確 に さ せ

る 。  

・ 児 童 の 実 態 に 合 っ た 発 信

方 法 で 行 え る よ う 声 掛 け

す る 。  

・ イ ン タ ー ネ ッ ト は 本 学 年

で は 難 し い の で ポ ス タ ー

で 発 信 す る 。  

・ ポ ス タ ー を 学 校 ホ ー ム ペ

ー ジ に 掲 載 す る こ と は で

き る こ と を 伝 え る 。  

 

◇ 気 仙 沼 の 魅 力 を 発 信 す る

た め に ， 対 話 的 な 学 び の

モ デ ル 図 （ 「 選 択 」 レ ベ

ル ２ ） に 沿 っ て ， 調 べ た

こ と を 共 有 さ せ ， 商 品 開

発 に お い て 共 通 し て い る

こ と や 気 付 い た こ と を 伝

え 合 っ た り ， 発 信 内 容 を

話 し 合 っ た り さ せ る 。  

【 手 立 て ① 】  

◇ 発 信 す る 内 容 を 決 め る た

め に ， 累 積 し た ワ ー ク シ
ー ト を 効 果 的 に 活 用 し 話

 

 

 
 

 

 

 

 

・ ポ ス タ ー  

【 思 】  

 サメの魅力を

誰に伝えたいの

かを理由を挙げ

ながら述べてい

るか。  

（ 発 言 ）  

 

 

 

 

 

【 思 】  

累積してきた

学習シートを活

用して調べてき

たことの中から

ポスターに掲載

したいサメの魅

力を選びグルー

プで話し合って

いるか。  

（ 話 合 い ）  

気仙沼市で獲れるサメを，捨て

ることなく有効に活用していこ

うとする思いがある。  

「選択」レベル２  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  ポスターの掲示場所を考

える。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 斉  

□ 発 信 し た い よ さ に 合 う 商 品 を

選 び ， ま と め ま し ょ う 。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ ど こ に 置 い た り ， 貼 っ た り す

れ ば 地 域 の 産 業 の 発 展 に つ な

が る だ ろ う か 。  

合 い を 行 わ せ る 。  

       【 手 立 て ② 】 

・ 観 光 客 な ど 発 信 相 手 が い
る こ と を 意 識 し て 内 容 を

考 え さ せ る 。  

・ 地 域 の 産 業 の 発 展 の た め

に 必 要 な こ と を 明 確 に さ

せ る 。  

・ 話 合 い の 要 点 を 明 確 に す  

る 。 発 信 の 目 的 を 明 確 に  

し て 伝 え た い こ と を 考 え  

さ せ る 。  

・ 多 く の 加 工 品 の 中 か ら 選

択 し た 理 由 と 児 童 の 思 い

や 考 え を 話 し 合 わ せ る 。  

 

・ 観 光 客 や ， 地 域 の 人 の 目

線 に な っ て 考 え る よ う 働

き 掛 け る 。  

 

確

か

め

る  

 

 

５  

分  

８  本時の振り返りをする。  

 

 

 

 

 

 

９  次時の学習を知る。  

一 斉  

 

 

 

 

 

 

一 斉  

◎ 本 時 の 振 り 返 り を ノ ー ト に 書

き ま し ょ う 。  

○ た く さ ん の 人 に 気 仙 沼 の サ メ

に つ い て 知 っ て も ら い た い 。  

○ 工 夫 の あ る パ ン フ レ ッ ト を 作

り た い 。  

 

◎ キ ャ ッ チ コ ピ ー を 考 え た り ，

載 せ る 資 料 を 考 え た り し て 魅

力 あ る ポ ス タ ー を 作 っ て い き

ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙２（板書計画） 


